
CopyTrans      チュートリアル  

CopyTransを使うとipodの中身をiTunesに直接アップデートできる他、

iTunesが勝手にiPodと同期して中身を書き換えるのを防ぐことができます。

※PCと iPodを接続するその前に
- iPodを PCにつなげる前にiTunesを閉じ、CopyTransをデスクトップアイコンかスター

トメニューにあるCopyTransコントロールセンターから開いてください。

1) ipodを接続する
CopyTransは自動的にiPodを検出します。

もし検出しなければ画面左上の「iPodを選択」から接続中のiPodを選んでください。

注意 : このメッセージが表示されましたら「いいえ」をクリックしてください。

CopyTransを常時ご利用になる場合は「ディスク使用」を有効にする必要があります。詳

しくはこちらをご覧ください。

iPodのディスクモードへの設定に関しては、Quick Timeのデモをこちらでご覧になれま

す。

http://docs.info.apple.com/article.html?artnum=61131


2) バックアップしたい音楽を選ぶ

バックアップをする音楽を選ぶには各リストの左側にあるチェックボックスをクリック。

ヒント:

- リストをダブルクリックするとチェックできます。

- iPod内の全ての音楽を選ぶには(全て保存)、コントロールキーを押しながらAボタンを

押すか、リスト上で右クリックすると小さな窓が出てきます。そこの「全てを選択」を選

んでください。

(もし、全てを保存する場合、このページは飛ばして次のページへ直接行ってください)

- 全部ではなく、複数の音楽を選ぶにはシフトキーを押しながら保存したい音楽を選び、

その後右クリックで「選択した音楽をチェックする」を選択してください。上部にあるアー

ティスト・アルバム欄も使うと簡単に音楽を選ぶことができます。

アーティスト・アルバム名を選ぶとその中に入っているタイトルリストが現れます。

http://gettingstarted3i.php/


リストの上部にある名称欄をクリックすると、タイトル・アーティスト名・アルバム名な

どで分類して表示することができます。名称欄の上で右クリックをすると表示したいオプ

ションを選べます。



3) バックアップ開始

保存の準備ができたら保存する内容が表示されます。

- iPod の音楽を保存する保存先のファイルの場所

- そのファイルが保存される階層名の例

- 保存される音楽の名前に関する情報

もし、そのデフォルト設定で良い場合はそのまま保存を開始ボタンを押して下さい。



もし、逆にオプションを使ってカスタマイズしたい場合は迷わず「変更」ボタンを押してください。

ファイルの保存先を予め変更することもできます。(外付け HD も選択できます)。

名称オプションでは以下の設定が可能です。:

- 保存先ファイル内での音楽データの管理方法

- 音楽データ名に加えたい情報



上級者へはさらに柔軟に管理するオプションがあります。「アドバンス」ボタンを押してください。

下記のボタンをクリックすると

CopyTrans は保存を開始します。と同時に進行状況を画面に表示します。



保存が完了すると、バックアップの要約が表示されます。

注意 : 既にコピー済みのデータとは CopyTrans が既に一度コピーしたか、保存先に既にあった

データです。二重保存を避けるために CopyTrans はそれらのファイルは新たにコピーしないよう

になっています。

終了ボタンを押して完了です！

iPod の音楽は選択したファイルへとコピーされました。

さらに詳しい情報は弊社 HP のヘルプをご覧下さい。

注意 : バックアップの際、CopyTrans は.xml ファイルを保存先ファイル内に生成します。このファイ

ルがあればいつでも iTunes への個人情報(プレイリスト・レート等)のインポートが可能です！

詳しい方法はこちらのページをご覧下さい。

http://www.copytrans.jp/importxml.php/
http://www.copytrans.jp/helpcopytrans.php/

